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天
界
第
＋
九
號
（
第
二
憲
）
補
正
肝
一
購

火
星
の
表
面
山
　
本

一
　
清

　
　
　
一
、
今
年
度
の
火
星
の
諸
相

　
今
大
正
十
一
年
度
、
地
球
に
封
ず
る
火
星
の
あ
ら
は
す
諸
種
の
形
象

の
中
で
、
主
な
る
も
の
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
（
本
誌
第
十
七
號
口
給

参
照
）
第
一
矩
象

降
交
黙
通
過

第
　
一
網

衝地
球
に
最
近

第
二
留

火
星
秋
分

近
日
貼
通
過

火
星
冬
至

第
二
電
蓄

大
正
十
一
年
二
月
二

同同同君同同輩同宗

　
　
　
十
日

四
月
十
五
日

五
月
　
八
　
日

六
月
　
十
　
日

六
月
十
九
日

七
月
十
七
日

六
月
二
十
六
日

九
月
十
四
日

十
「
三
十
入
日

十
月
　
十
　
日

　
　
　
二
、
遊
星
表
面
の
槻
察
法

　
お
よ
そ
、
火
星
に
か
ぎ
ら
す
、
一
般
に
遊
星
や
太
陽
や
月
な
ど
、
或

る
面
積
を
持
っ
て
る
る
天
体
を
観
察
す
る
程
、
む
つ
か
し
い
も
の
は
な

い
。
素
人
の
人
は
、
多
く
、
只
、
倍
奉
の
大
き
い
塑
遠
鎖
の
申
を
覗
け

ば
、
直
ぐ
眼
の
前
に
、
見
わ
る
ほ
旨
の
も
の
が
見
わ
る
や
う
に
思
っ
て

み
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
れ
は
全
（
の
大
朋
違
ひ
で
あ
る
。
勿
論
、
塑

遠
鏡
の
倍
傘
は
大
き
い
の
に
越
す
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
無
闇
に
倍

奉
を
大
き
く
し
た
ご
こ
ろ
で
、
総
て
の
も
の
が
誰
で
も
見
る
人
の
眼
に

よ
（
見
ぬ
る
の
で
は
な
い
。
遊
星
表
面
の
熟
察
に
つ
い
て
、
重
．
要
な
る

も
の
は
、
第
一
、
天
氣
模
標
、
第
二
、
槻
察
者
の
熟
練
、
第
三
、
望
遠

鏡
の
倍
奉
、
此
の
三
つ
で
あ
る
。

　
言
ふ
ま
で
も
な
（
、
吾
々
は
地
球
の
表
面
に
住
ん
で
み
る
者
で
、
叉

換
言
す
れ
ば
、
空
氣
の
大
海
の
底
に
住
ん
で
み
る
魚
ご
見
て
好
い
も
の

で
あ
る
。
縮
て
の
も
の
が
、
光
線
に
よ
っ
て
眼
に
見
ぬ
る
一
1
此
の
光

線
は
、
憧
こ
か
ら
穿
る
光
線
で
も
、
皆
一
旦
は
、
空
氣
の
中
を
通
過
し

て
、
眼
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
空
氣
に
動
揺
が
あ
れ
絶
必

す
其
れ
は
光
線
に
も
何
等
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
絶
わ
す

動
揺
す
る
両
流
の
模
様
、
空
氣
中
に
淳
動
し
て
み
る
塵
埃
な
さ
、
こ
う

し
た
復
雑
な
原
因
で
、
星
の
光
は
日
夜
の
匿
劉
な
く
、
絶
わ
す
、
刻
々

に
不
安
定
ご
動
揺
ご
を
（
り
か
へ
し
で
る
る
。
夏
の
炎
天
に
遠
方
を
眺
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め
る
ご
．
い
は
ゆ
る
陽
炎
が
晃
ぬ
る
の
も
睡
れ
に
因
る
の
で
あ
り
、
夜

の
空
に
星
の
光
う
が
、
チ
ラ
く
ご
、
ま
た
た
（
の
も
亦
同
じ
ゃ
う
な

原
因
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
塑
遠
鏡
で
遠
方
の
も
の
を
見
る
場
合
に

は
、
此
の
種
の
動
揺
を
何
十
倍
乃
至
何
百
倍
ご
．
廓
大
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
望
遠
鏡
裡
の
景
色
が
、
甚
だ
し
く
復
雑
な
動
揺
を
し
て
見
ぬ
る
の

は
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。

　
稟
蔵
書
で
星
を
兄
た
場
合
に
、
天
氣
模
様
に
よ
っ
て
、
一
々
の
星
が

非
常
に
連
（
眺
る
や
う
に
見
ぬ
る
こ
ご
、
或
は
チ
ラ
ー
ご
ま
た
た
く

程
度
が
甚
だ
し
い
こ
ご
が
あ
る
、
反
、
恒
星
が
一
幕
に
雷
魚
を
結
ば
な

い
で
、
恰
も
遊
星
の
や
う
に
、
大
き
い
圓
盤
状
に
鑛
が
つ
て
見
ね
る
こ

ご
も
あ
う
、
夏
に
叉
、
遊
星
の
場
含
に
は
、
表
面
の
明
暗
の
冨
別
が
不

明
瞭
な
こ
ご
も
あ
る
。
こ
う
し
た
種
々
の
牲
質
が
一
つ
の
星
の
見
方
を

支
配
す
る
た
め
、
た
ご
へ
、
肉
眼
で
天
を
見
た
だ
け
で
ほ
、
奇
麗
に
よ

く
晴
れ
た
夜
の
空
で
あ
っ
て
も
、
塑
遠
鏡
を
使
っ
て
見
て
、
必
ず
し
も

」
好
い
観
測
が
出
量
る
も
の
で
な
い
。

　
し
か
し
一
般
に
言
へ
ば
、
空
氣
の
動
揺
は
現
身
に
無
く
な
る
夜
は
な

い
の
で
あ
る
が
、
永
く
時
朋
を
か
け
て
、
ジ
ツ
ご
望
遠
鏡
内
を
見
績
け

て
る
る
ご
、
ご
く
稀
に
は
、
一
瞬
問
だ
け
、
空
氣
の
動
揺
が
止
ん
で
立

派
な
星
際
が
見
わ
る
こ
ご
が
あ
る
。
此
の
一
瞬
間
の
好
機
會
を
う
ま
く

補
へ
る
が
た
め
に
は
、
槻
測
者
の
熟
練
ご
熟
心
ご
が
要
る
の
で
あ
る
。

か
や
う
な
好
い
瞬
閥
は
、
翌
遠
鏡
の
監
物
レ
ン
ズ
の
直
経
が
小
さ
い
も

の
程
、
屡
々
起
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
慣
れ
た
観
測
者
は
、
大
き
な

遠
鏡
に
、
い
ろ
く
、
し
ぼ
わ
を
か
け
て
、
星
宮
の
調
節
を
す
る
。
こ

の
星
嫁
の
調
節
さ
へ
う
ま
く
出
滑
れ
ば
、
　
遠
鏡
の
倍
傘
な
旨
は
大
し

た
問
題
で
は
な
い
。
一
般
に
、
望
遠
鏡
の
倍
量
を
大
き
く
す
る
ε
、
そ

れ
だ
け
、
空
氣
の
動
揺
を
鑛
大
し
、
叉
、
遊
星
表
面
の
明
暗
の
厩
別
を

不
明
瞭
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
熟
練
家
は
、
む
し
ろ
倍
奉
は
小
さ

（
て
も
好
い
、
只
、
空
氣
の
好
い
こ
ご
を
の
み
願
ふ
の
で
あ
る
。
京
都

太
學
の
中
村
要
は
、
現
に
、
多
く
の
場
合
、
七
吋
や
血
球
を
使
は
す
、

却
っ
て
四
吋
の
赤
道
儀
に
只
百
三
十
倍
の
右
心
を
か
け
て
、
毎
日
立
派

な
槻
測
を
や
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
英
國
で
も
、
グ
リ
ン
チ
の
二
十
入
吋
、
は

エ
ブ
ソ
ム
天
⊥
又
壼
の
八
吋
、
で
見
る
以
上
の
も
の
を
見
せ
な
い
ざ
言
は
れ

て
る
る
。

　
　
　
一
、
火
星
の
槻
察

　
天
丈
學
の
一
分
科
こ
し
て
、
火
星
の
表
．
面
を
専
ら
研
究
す
る
方
面
を

火
星
表
面
學
（
聖
Φ
o
曾
。
で
ξ
）
こ
い
ふ
。
此
の
火
星
表
面
の
研
究
は
、
や

ほ
り
望
遠
鏡
を
始
め
て
天
丈
用
に
使
っ
た
ガ
リ
レ
オ
に
始
ま
る
の
で
あ

る
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
六
一
〇
年
十
二
月
三
十
日
、
ガ
リ
レ
オ
が
カ

ス
テ
リ
に
邊
つ
た
手
紙
に

「
私
は
火
星
の
位
相
を
確
か
に
見
た
こ
は
断
　
し
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
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見
た
こ
ご
が
胴
違
ひ
で
な
け
れ
ば
、
ご
に
か
く
私
は
火
星
が
全
く
の

　
’
．
圓
形
で
は
な
い
こ
ご
を
見
た
こ
信
じ
て
ゐ
ま
す
。
」

こ
め
危
が
、
彼
れ
が
持
っ
て
る
た
望
遠
鏡
は
三
十
倍
の
も
の
で
あ
っ
た

か
ら
、
此
の
位
相
を
見
た
の
は
、
可
な
り
の
努
力
ご
言
は
ね
ば
な
ら
漁

．
賞
際
、
火
星
の
軌
道
は
、
す
い
ぶ
ん
地
球
に
近
い
た
め
、
矩
象
の
前
か

後
か
で
、
束
酉
の
直
輕
が
南
北
の
直
経
に
比
べ
て
、
八
割
ぐ
ら
み
な
短

か
さ
に
訣
け
て
し
ま
う
こ
ご
は
君
側
に
見
り
れ
る
。
一
尤
も
此
の
火

星
の
位
相
が
見
わ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
い
ふ
こ
ご
は
、
か
の
地
動
設
を

唱
導
し
江
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
、
一
五
四
三
年
に
既
に
信
義
し
た
こ
ご
で

は
あ
る
け
れ
♂
O
．

　
火
星
の
表
面
に
見
ぬ
る
模
様
で
最
例
の
護
見
こ
考
へ
ら
れ
る
の
は
ブ

オ
ン
タ
ナ
が
エ
ハ
三
六
年
に
何
か
暗
黒
部
ら
し
も
の
を
見
、
二
六
三
八

年
に
も
亦
そ
れ
ら
し
い
も
の
を
見
た
の
に
始
ま
る
。
次
で
一
六
四
五
年

十
二
月
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
夜
、
バ
ル
ト
ル
ス
は
火
星
に
二
つ
の
上
貼
を

見
て
、
始
め
て
、
滞
れ
に
よ
り
自
由
週
期
の
考
へ
を
起
し
た
。
又
、
ハ

イ
ゲ
ン
ス
が
大
シ
ル
チ
ス
の
言
誤
を
見
た
。
後
年
の
多
く
の
人
々
も
之

れ
を
見
て
、
色
が
青
線
色
で
あ
る
こ
こ
ろ
か
ら
、
叉
、
月
の
暗
黒
部
の

類
推
か
ら
、
之
れ
は
海
で
あ
ら
う
ご
思
っ
た
。
エ
ハ
六
六
年
、
カ
シ
ニ

は
此
の
シ
ル
チ
ス
を
観
測
し
て
、
こ
・
に
始
め
て
、
火
面
の
自
轄
週
期

二
十
四
時
四
十
分
亡
い
ふ
大
回
の
値
を
得
た
。

　
一
六
七
二
年
、
ハ
イ
ゲ
ン
ス
は
叉
、
火
星
の
南
極
に
白
斑
を
見
、
一

七
一
九
年
に
は
マ
ラ
ル
ヂ
が
亦
、
南
北
賢
聖
に
日
斑
を
見
た
が
、
後
に

大
ハ
ー
シ
ェ
ル
や
メ
ド
レ
ル
等
が
観
測
の
結
果
、
此
の
極
冠
は
季
節
の

愛
化
を
俘
は
う
こ
ご
が
襲
見
さ
れ
、
こ
れ
師
ち
爾
極
地
方
の
雪
の
野
原

で
あ
る
ご
考
へ
る
に
至
っ
た
。

　
ご
に
か
（
、
火
星
は
遊
星
こ
し
て
太
陽
に
封
ず
る
關
係
な
津
、
殊
に

自
輔
や
公
轄
の
模
様
な
♂
は
、
可
な
り
地
球
上
の
事
情
ご
よ
く
似
た
も

の
で
、
温
度
や
日
光
の
襟
子
な
瀞
も
、
大
し
た
差
違
は
な
（
、
其
の
上

表
面
に
は
常
に
一
定
の
形
を
し
た
大
小
の
斑
鮎
や
線
條
も
見
ぬ
、
叉
、

多
少
、
拳
簾
に
よ
る
攣
化
も
兄
せ
た
h
す
る
も
の
だ
か
ら
、
「
火
星
の
世

界
」
こ
い
ふ
も
の
は
、
他
の
遊
星
に
比
べ
る
ご
、
著
し
く
地
球
に
近
い

も
の
、
言
ひ
か
へ
れ
ば
、
他
の
天
蓋
が
多
く
は
超
世
紀
的
な
も
の
で
あ

る
に
下
し
、
火
星
だ
け
は
、
頗
る
入
焦
臭
い
所
で
あ
る
か
の
や
う
に
考

へ
ら
れ
、
從
っ
て
、
専
間
家
の
中
に
も
、
火
星
に
は
生
物
が
住
む
ご
か

住
ま
な
い
こ
か
の
問
題
が
、
早
（
、
…
脳
裏
に
往
干
し
た
も
の
で
あ
る
。

1
一
そ
れ
だ
け
、
一
般
の
肚
會
に
も
、
特
別
な
親
し
み
が
感
じ
ら
れ
て

み
た
の
は
當
然
で
あ
る
。

　
　
　
四
、
火
星
地
圖

　
火
星
の
表
面
を
連
績
的
及
組
織
的
に
観
測
し
て
、
憐
れ
に
ぶ
っ
て
始

め
て
火
星
圖
を
作
っ
た
の
は
メ
ド
レ
ル
で
あ
る
。
彼
れ
は
一
入
三
〇
年
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以
來
、
僅
々
三
吋
の
望
違
鏡
を
用
み
て
、
此
の
観
測
を
成
し
燧
げ
た
の

で
あ
る
。
其
の
後
、
ロ
ツ
キ
ヤ
ア
や
ハ
ア
ク
子
ス
や
シ
ユ
ミ
ト
等
も
観

測
し
て
得
た
火
星
入
ケ
ッ
チ
を
磯
表
し
た
が
、
一
八
六
九
年
に
至
っ
て

プ
回
ク
タ
ァ
は
、
さ
き
に
ダ
ア
エ
ス
が
逡
し
た
槻
測
を
材
料
こ
し
て
、

可
な
卦
好
い
火
星
圖
を
出
版
し
、
こ
れ
に
、
火
星
表
面
の
さ
ま
ぐ
な

模
様
に
始
め
て
名
を
與
へ
、
原
則
こ
し
て
、
昔
し
か
ら
特
に
火
星
研
究

に
効
を
奏
し
た
多
く
の
學
下
達
の
名
を
用
み
た
。
此
の
方
針
は
、
後
に

テ
ル
ビ
イ
や
グ
リ
イ
ン
等
も
亦
踏
襲
し
た
。

　
一
八
五
六
年
以
後
は
、
衝
の
起
る
度
毎
に
、
多
く
の
観
測
者
達
の
努

力
の
結
果
、
連
績
観
測
が
行
は
れ
て
る
る
。
其
の
結
果
が
邸
ち
前
述
の

プ
ロ
ク
タ
ア
等
の
火
星
圖
こ
な
っ
て
表
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
入

七
七
年
、
伊
國
ミ
ラ
ン
の
新
し
い
入
墨
望
遠
鏡
で
ス
キ
ア
パ
レ
リ
が
、
所

謂
近
代
的
観
測
を
始
め
る
に
至
っ
て
、
火
星
表
面
學
は
全
（
一
愛
す
る

程
の
大
進
歩
を
途
げ
た
。
新
装
見
、
新
測
定
乃
至
新
學
読
な
旨
、
矢
つ

ぎ
早
や
に
由
衣
は
れ
て
、
火
星
そ
の
も
の
が
イ
タ
リ
イ
の
一
角
か
ら
蘇
っ

て
來
た
か
の
観
が
あ
っ
た
。
（
細
か
い
こ
ご
は
後
に
ゆ
つ
る
。
）
一
八
入
入

年
、
ス
キ
ア
パ
レ
リ
は
、
非
常
な
鱒
作
の
後
漸
（
出
超
上
っ
た
火
星
圖

を
護
表
し
、
下
階
に
も
、
表
面
の
細
か
い
デ
テ
イ
ル
ス
に
、
全
く
新
し

い
ー
ー
プ
ロ
ク
タ
ア
の
方
法
を
無
視
し
て
「
命
名
を
や
っ
た
。
ス
キ

ア
パ
レ
ー
ー
は
火
星
表
面
の
命
名
に
あ
九
り
、
プ
ロ
ク
タ
ア
式
の
學
者
名

を
用
み
る
こ
ご
の
代
う
に
、
も
つ
ご
ロ
マ
ン
テ
イ
ク
な
名
を
全
部
ラ
テ

ン
語
で
入
れ
た
。
今
此
の
二
つ
の
方
式
を
比
較
封
照
す
る
た
め
若
干
の

例
を
表
示
す
る
ご
、

ス
キ
ア
パ
レ
リ
名

サ
ビ
ウ
ス
潜

　
（
ω
ご
コ
ω
o
o
o
σ
窃
。
＝
o
。
）

テ
イ
レ
ヌ
ム
海

　
（
3
0
「
o
呵
≦
｝
〇
三
鴇
働

大
シ
ル
チ
ス

　
（
G
o
《
…
切
≧
a
9
）

小
シ
ル
チ
ス

　
（
G
◎
《
a
ω
≧
ヨ
。
「
）

キ
ン
メ
リ
ウ
ス
海

　
（
」
≦
o
「
Φ
Ω
∋
ヨ
。
『
冒
ヨ
）

マ
ル
ガ
リ
チ
フ
エ
ル
潜
…

　
（
ω
断
コ
仁
ω
3
0
『
鳴
「
皿
山
Φ
『
）

エ
リ
ト
リ
ウ
ム
海

　
（
3
鋤
お
国
「
旨
7
「
鋤
Φ
ロ
ヨ
）

タ
ウ
マ
ジ
ア

　
（
．
『
7
口
仁
ヨ
岱
◎
り
「
O
）

ソ
リ
ス
湖

　
（
ω
o
＝
ω
ピ
ロ
一
口
ω
）

ヘ
　
ラ
　
ス

　
（
＝
o
＝
o
し
。
）

　
　
プ
ロ
ク
タ
ァ
名

　
　
ハ
ア
シ
エ
ル
線

　
　
　
（
＝
臼
ω
∩
7
巴
≦
o
く
）

　
　
フ
ッ
フ
海

　
　
　
（
＝
o
o
ア
①
ω
⑦
o
）

　
　
カ
イ
ゼ
ル
海

　
　
　
（
ス
鉱
器
「
も
6
Φ
口
）

　
　
グ
ル
イ
ト
ハ
イ
ぜ
ン
激

　
　
　
（
9
巳
一
口
三
器
コ
匝
9
）

　
　
マ
ラ
ル
ヂ
海

　
　
　
（
3
0
「
O
剛
O
凶
　
G
O
Φ
固
）

　
　
ペ
ー
ル
潜

　
　
　
　
（
国
①
o
「
し
ロ
ロ
《
）

　
　
ド
ラ
ル
！
洋

　
　
　
（
一
）
①
一
口
刀
＝
Φ
0
8
0
コ
）

（
南
）
ケ
プ
レ
ル
州

　
　
　
（
ス
。
ユ
Φ
『
［
ロ
コ
山
）

（
北
）
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
州

　
　
　
（
∩
o
「
o
ヨ
言
Φ
o
。
r
o
コ
α
）

　
　
テ
ル
ピ
イ
薩

　
　
　
　
（
↓
o
く
9
◎
6
0
0
ノ
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ハ
ド
リ
ア
チ
ク
ム
海

　
（
≧
o
「
①
＝
餌
血
「
剛
。
ぽ
（
‘
ヨ
）

ア
ト
ラ
ン
チ
ス

　
（
）
出
O
コ
戯
ω
）

タ
ル
シ
ス

　
（
↓
7
0
『
9
り
圏
ω
）

テ
　
ム
　
ペ

　
（
↓
o
ヨ
マ
。
）

エ
リ
ジ
ウ
ム

　
（
団
ぞ
ω
ヨ
ヨ
）

ロ
ツ
キ
ヤ
ァ
州

　
（
　
o
n
ξ
①
『
r
窪
e

グ
ウ
エ
ス
洋

　
（
ワ
ロ
≦
o
『
0
8
0
コ
）

セ
ツ
キ
大
陸

　
（
G
o
2
n
7
一
∩
〇
三
ヨ
①
葺
）

メ
ド
レ
ル
大
陸

　
（
≦
o
①
島
Φ
「
（
o
葺
ぞ
Φ
耳
）

ロ
　
ス
州

　
（
刀
。
ω
給
r
o
‘
α
）

フ
オ
ン
ナ
タ
州

　
（
「
o
コ
訂
コ
o
r
ロ
コ
9

　
此
の
ス
キ
ア
パ
レ
リ
の
命
名
法
は
、
其
後
、
ロ
ー
エ
ル
等
に
も
現
用

せ
ら
れ
、
・
今
日
一
般
の
遊
者
達
が
用
み
て
み
る
。

　
火
星
圖
は
故
（
の
後
、
火
星
の
衝
の
度
毎
に
、
ス
キ
ア
パ
レ
リ
、
ロ
ー

エ
ル
、
ア
ン
ト
ニ
ア
ヂ
等
が
諾
々
登
製
し
、
今
は
吾
人
が
世
界
地
圖
を

取
扱
ふ
の
こ
同
じ
程
度
の
親
し
み
を
以
っ
て
、
火
星
面
を
知
る
こ
ご
が

出
來
る
に
至
っ
た
。

　
火
星
の
表
面
上
の
位
置
は
、
勿
論
、
火
星
の
自
輔
軸
及
赤
道
に
標
進
－

を
置
い
て
、
経
緯
度
に
よ
っ
て
言
ふ
の
で
あ
る
が
、
ス
キ
ア
パ
レ
リ
の

夢
想
に
よ
う
、
火
星
表
面
経
度
の
原
貼
（
凶
．
ち
地
球
上
の
グ
リ
ン
ヰ
チ

に
相
野
す
る
こ
こ
ろ
）
は
サ
ビ
ウ
ス
潜
の
北
端
で
、
フ
ァ
ス
テ
ギ
ウ
ム

ア
リ
ン
（
「
o
ω
仲
ざ
剛
β
ヨ
）
「
の
コ
）
に
取
っ
て
あ
る
。

　
火
星
表
面
を
爲
眞
に
撮
る
こ
ご
は
、
一
八
七
九
年
、
グ
ル
ド
が
南
米

コ
ル
ド
バ
天
田
壷
で
試
み
、
其
の
後
、
　
、
　
ピ
、
ケ
リ
ン
グ
　
、
　
、
バ

ア
ナ
ア
ド
等
が
く
う
か
へ
し
撮
影
し
、
可
な
り
好
い
結
果
を
牧
め
て
は

み
る
け
れ
さ
、
今
日
は
爾
、
火
星
に
限
ら
す
、
一
般
に
遊
星
表
面
の
細

か
い
部
分
は
、
や
は
う
眼
で
児
る
の
が
最
も
好
成
績
で
あ
る
。
之
れ
畢

寛
前
述
の
如
き
、
動
揺
絶
わ
ざ
る
空
氣
の
影
響
の
避
け
難
き
に
よ
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
五
、
極
　
　
冠

　
前
述
の
如
く
、
火
星
の
爾
極
地
方
の
白
色
は
十
七
世
紀
の
申
頃
、
既

に
ハ
イ
ダ
ン
ス
が
獲
見
し
、
次
で
マ
ラ
ル
ヂ
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
　
、
ハ
ー
シ
エ
ル
轡
型
ド
レ
ル
等
は
連
累
観
測
に
よ

っ
て
、
此
の
極
冠
が
季
節
的
愛
動
を
示
す
こ
ご
を
知
う
、
多
分
、
地
球
．

の
爾
極
地
方
に
見
ら
れ
る
雪
の
野
原
で
あ
る
ご
想
下
せ
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
此
の
極
冠
は
長
く
太
陽
に
照
さ
れ
る
配
合
に
は
全
く
消
失
し
て
了

ふ
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
、
冬
の
頃
は
甚
だ
し
く
螢
達
し
て
、
緯
度
四
十

度
ぐ
ら
ゐ
の
こ
こ
ろ
ま
で
嬢
が
る
こ
ご
も
稀
で
は
な
い
。
し
か
し
、
火
．

几
下
燈
の
卒
均
温
度
は
、
地
球
よ
う
も
遙
か
に
低
く
て
、
ほ
ε
ん
艶
掻
・

氏
零
貼
以
下
三
四
十
度
ご
言
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
か
ら
、
水
が
氷
る

こ
い
ふ
こ
こ
か
ら
言
へ
ば
、
軍
に
極
地
方
の
み
で
は
な
く
、
殆
ん
絶
火
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星
全
部
が
氷
で
以
っ
て
掩
は
れ
て
好
い
筈
で
あ
る
。
或
る
學
者
は
、
火

星
の
極
冠
が
、
水
の
氷
っ
た
も
の
で
は
な
く
し
て
、
多
分
、
炭
酸
ガ
ス

な
♂
の
氷
づ
だ
も
の
で
あ
る
だ
ら
う
ε
言
っ
て
み
る
の
は
一
顧
の
慣
な

し
ご
は
言
へ
な
い
。

　
極
冠
の
縁
の
こ
こ
ろ
が
特
別
に
著
し
く
暗
黒
色
を
呈
し
て
み
る
ご
多
．

く
の
槻
盛
者
は
見
る
の
で
あ
る
が
、
ア
ン
ト
ニ
ァ
ヂ
等
は
叢
れ
を
疑
ひ

多
分
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
左
様
に
見
惑
る
の
で
あ
ら
う
ご
丁
張

し
て
み
る
。

　
　
　
六
、
「
海
」
ご
「
陸
」

　
大
シ
ル
チ
ス
の
如
き
暗
色
部
を
海
ご
見
、
他
の
赤
褐
色
の
部
を
陸
地

ご
見
る
こ
ご
は
、
亦
、
前
述
の
如
く
、
月
の
観
察
な
旨
か
ら
得
た
類
推

的
結
論
で
あ
る
が
、
一
八
七
七
年
－
七
九
年
頃
、
ス
キ
ア
パ
レ
リ
の
槻

察
に
よ
れ
は
、
キ
ム
メ
リ
ゥ
ム
海
、
シ
レ
ヌ
ム
海
、
ソ
リ
ス
湖
な
♂
が

季
節
に
よ
っ
て
大
き
さ
に
愛
動
を
生
じ
、
叉
、
其
の
濃
度
も
一
定
で
な

い
こ
ご
が
知
れ
、
叉
、
ピ
ケ
リ
ン
ク
、
ダ
グ
ラ
ス
等
．
は
、
叉
、
此
の

海
地
方
に
永
久
性
を
持
つ
た
若
干
の
線
條
が
見
ね
た
り
す
る
二
・
こ
を
見

之
れ
弊
・
が
決
し
て
海
で
は
な
い
ら
し
い
ご
い
ふ
考
が
一
般
に
行
は
れ
る

や
う
に
な
っ
た
。
殊
に
其
の
色
は
、
亭
常
、
青
線
色
で
あ
る
け
れ
♂
、

寒
い
時
に
は
褐
色
に
溢
す
る
こ
ご
が
認
め
ら
れ
、
從
っ
て
、
降
れ
は
多

分
、
全
儲
こ
し
て
植
物
の
繁
茂
し
て
み
る
地
帯
だ
ら
う
ご
思
は
れ
て

る
る
。
「
海
」
に
賦
し
て
「
陸
」
こ
ご
な
へ
ら
れ
て
る
る
部
分
は
、
口
ー
エ
ル
等

に
よ
れ
ば
、
大
な
る
砂
漠
地
方
で
、
例
へ
ば
雲
珠
上
の
サ
ハ
ラ
、
ゴ
ビ

等
の
砂
漠
地
方
が
一
層
鑛
張
襲
達
し
た
も
の
こ
思
は
れ
る
に
至
っ
た
。

　
　
　
七
、
雲
　
霧

　
．
火
星
の
表
面
に
、
一
時
的
な
白
色
斑
鮎
が
時
々
見
ぬ
る
こ
ご
が
あ
っ

て
、
殊
に
鉄
け
限
に
多
い
。
ピ
ケ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
火
星
表
面
上
の

高
さ
は
少
な
く
こ
も
二
十
哩
あ
る
。
そ
れ
で
、
始
め
人
々
は
山
の
峯
だ

ら
う
ご
考
へ
て
る
た
が
、
逡
に
は
之
れ
が
雲
で
あ
る
ご
判
断
す
る
に
至

っ
た
。
よ
く
疑
れ
ば
、
此
の
臼
斑
は
現
は
れ
た
り
消
ね
去
っ
た
・
9
す
る

こ
ご
も
速
や
か
で
あ
り
、
叉
、
淳
漏
し
て
行
（
こ
ご
も
速
く
、
言
は
ゴ

頗
る
不
安
定
で
あ
る
。
色
も
全
（
白
色
で
は
な
く
て
、
少
し
く
新
色
で

あ
る
も
の
だ
か
ら
、
ロ
ー
ユ
ル
は
一
時
、
障
れ
が
塵
埃
だ
ら
う
ご
考
へ

た
こ
ご
も
あ
る
。

　
　
　
入
、
謳
河
ご
オ
ア
シ
ス

　
有
名
な
蓮
河
ざ
は
、
　
一
八
七
七
年
、
ス
キ
ア
パ
レ
リ
が
始
め
て
見
た

も
の
で
、
假
う
に
カ
ナ
リ
（
n
o
コ
。
＝
）
ご
命
名
し
た
も
の
だ
か
ら
、
肥
れ

が
「
蓮
河
」
ご
通
俗
に
解
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
運

河
は
其
の
後
、
ス
キ
ァ
パ
レ
リ
の
み
な
ら
す
、
テ
ル
ビ
ー
、
バ
…
ト
ン

ロ
！
エ
ル
、
ピ
ク
二
目
ン
グ
、
ス
タ
ン
レ
イ
。
ソ
イ
リ
ア
ム
ス
等
が
、
大
小
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． 種
々
の
望
遠
鏡
に
よ
っ
て
認
め
て
み
る
。
し
か
る
に
一
八
八
｝
年
十
二

月
十
九
目
に
は
、
ス
キ
ァ
パ
レ
リ
が
プ
ロ
ト
ニ
ル
の
薄
湿
が
二
重
に
な

っ
て
み
る
こ
ご
を
襲
面
し
、
ぺ
ロ
タ
ン
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
等
が
同
橋
に

二
重
運
河
を
認
め
、
頗
る
奇
異
の
念
を
一
般
に
増
し
た
。

　
一
膿
、
こ
の
蓮
河
ご
は
欧
ん
な
も
の
か
ご
い
ふ
に
、
所
謂
「
↓
」
か

ら
「
海
」
に
長
（
延
び
て
み
る
も
の
で
、
幅
は
数
十
キ
ロ
乃
至
数
百
キ

ロ
、
長
さ
は
霜
道
キ
ロ
に
わ
た
り
「
陸
」
を
越
ね
て
、
火
星
面
上
を
大
圓

の
形
ち
に
延
び
て
み
る
。
大
圓
は
郎
．
ち
球
面
上
の
二
薄
野
を
結
ぶ
最
矩

距
離
、
こ
の
合
理
的
な
形
ち
を
持
っ
て
る
る
こ
い
ふ
の
が
不
思
議
の
一

そ
れ
か
ら
二
重
運
河
即
ち
併
行
し
尤
亀
虫
が
若
干
あ
る
の
が
不
思
議
の

二
、
し
か
る
に
又
一
方
に
於
い
て
、
バ
ア
ナ
ア
ド
敢
授
や
ア
ン
ト
ニ
ア

ヂ
氏
等
の
や
う
に
、
三
十
吋
、
乃
至
四
十
吋
の
大
望
遠
鎮
を
用
み
て
火
星

を
擬
嘉
し
て
み
る
に
か
・
は
ら
す
、
一
つ
も
運
河
を
認
め
な
い
ご
い
ふ

の
が
不
思
議
の
三
。
ご
言
っ
て
、
運
河
を
見
た
こ
い
ふ
人
が
全
然
違
っ

た
蓮
沼
で
は
な
し
に
、
や
は
り
比
較
し
て
見
れ
ば
、
同
じ
仏
所
に
同
じ

ゃ
う
な
蓮
河
を
見
て
み
る
の
で
、
之
れ
が
決
し
て
二
三
人
が
申
し
下
せ

た
結
果
で
は
な
い
こ
ご
勿
論
、
駆
れ
が
不
思
議
の
四
。
1
一
こ
う
数
へ

立
て
あ
見
る
ご
火
星
の
運
河
な
る
も
の
は
抑
も
何
物
で
あ
る
か
、
平
な

る
不
可
解
ご
言
は
ざ
る
を
得
な
い
。
今
日
、
火
星
の
蓮
河
に
つ
い
て
は

十
指
に
も
殺
る
ほ
♂
の
直
読
が
提
唱
さ
れ
て
る
る
。
或
は
水
脈
に
養
は

れ
て
る
る
植
物
幣
で
あ
る
こ
い
ひ
、
或
は
火
山
作
用
に
よ
る
も
の
こ
い

ひ
、
或
は
氣
象
的
現
象
で
め
る
こ
い
ひ
、
或
は
二
流
で
あ
る
こ
い
ひ
、

或
は
氷
山
の
痕
跡
で
あ
る
こ
い
ひ
、
或
は
山
脈
で
あ
る
こ
い
ひ
、
或
は

衛
星
の
落
下
に
よ
る
も
の
こ
い
ひ
、
或
は
逮
に
語
れ
が
全
く
の
瞳
昼
作

用
で
あ
る
こ
い
っ
て
る
る
。
皆
そ
れ
ぐ
若
干
の
理
を
持
っ
て
る
て
今

俄
か
に
何
れ
が
正
否
を
剣
じ
難
い
。

　
一
入
九
二
年
、
W
、
ピ
ケ
リ
ン
が
は
ア
レ
キ
パ
の
天
喜
壷
で
火
星
を

観
測
申
、
蓮
河
ご
平
河
の
交
は
る
こ
こ
ろ
に
、
所
謂
「
オ
ー
シ
ス
」
を

獲
蔵
し
た
。
彫
れ
も
果
し
て
何
物
で
あ
る
か
、
大
豊
の
考
へ
は
運
河
其

の
も
の
こ
同
様
に
、
さ
ま
ぐ
の
想
像
が
ゆ
る
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

ら
う
〇

　
　
　
九
、
火
星
の
世
界

　
火
星
は
我
が
地
球
に
比
べ
る
ご
直
経
は
約
牟
分
で
あ
る
が
、
可
な
身

近
く
ま
で
吾
人
に
接
近
す
る
こ
ご
が
あ
ウ
、
そ
れ
に
表
面
の
講
話
は
す

い
ぶ
ん
、
復
雑
な
事
情
を
見
せ
て
く
れ
る
た
め
、
遊
星
の
中
で
は
、
何

ご
言
っ
て
も
最
も
興
味
多
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
漏
れ
を
】
つ
の
世

界
こ
し
て
見
る
ご
き
、
此
の
火
昂
世
界
は
地
球
に
比
し
て
、
雰
園
氣
は

貧
弱
で
あ
少
、
水
に
も
乏
し
く
、
温
度
も
低
く
て
、
何
れ
の
鮎
か
ら
見

て
も
、
吾
人
地
球
の
住
民
が
安
全
に
生
活
は
出
來
さ
う
に
な
い
。
ロ
ー

エ
ル
竹
中
に
よ
れ
ば
、
丁
目
雄
は
地
球
よ
・
9
も
一
止
ク
置
き
に
進
化
（
或
は
退
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化
し
た
天
燈
で
、
表
面
が
大
部
分
砂
漠
に
た
っ
て
し
ま
ひ
、
生
物
の
佳

家
こ
し
て
は
漸
次
其
の
手
馴
を
失
っ
て
、
月
世
界
の
事
情
に
近
づ
き
つ

あ
あ
る
こ
い
ふ
。
故
に
、
今
日
の
地
球
に
住
む
や
う
な
生
物
が
火
星
に

在
っ
た
ご
す
れ
ば
そ
れ
は
、
数
百
億
年
の
過
去
の
こ
ご
で
、
今
日
の
彼

世
界
の
事
情
は
全
（
吾
人
の
想
像
を
許
さ
な
い
程
、
惹
想
外
の
も
の
で

あ
ら
う
。

　
　
　
　
御
　
知
　
ら
　
せ

　
小
生
、
今
般
官
命
に
よ
・
9
、
研
究
の
た
め
海
外
に
留
饗
す
る
こ
ご
に

な
う
、
多
分
、
点
る
九
月
中
旬
、
横
難
を
出
獲
す
る
筈
で
あ
う
ま
す
が

其
の
以
前
に
、
止
れ
亦
、
官
命
に
よ
り
、
七
月
初
よ
う
同
二
十
日
頃
ま

で
、
信
州
淺
間
山
に
於
け
る
重
力
偏
差
観
測
の
た
め
同
地
小
諸
町
に
出

張
、
松
屋
旅
館
に
滞
在
致
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
淺
朋
山
観
測
終
了
後
は

九
月
十
日
頃
ま
で
、
家
族
ご
共
に
信
州
輕
井
澤
三
七
五
に
滞
在
し
、
い

ろ
く
準
備
し
弛
い
ご
思
っ
て
居
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
　
一
　
三

夕
そ
ら
に
星
一
つ
み
て
輝
け
り

　
　
　
　
ま
も
ム
て
を
れ
ば
ま
た
一
つ
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
　
田
　
　
大
　
作

遊
星
観
測
報
告

天
一
壷
ニ
ァ
　
中

村

要

　
私
が
遊
星
観
測
を
始
め
た
の
は
昨
年
の
五
月
か
ら
で
す
。
天
交
を
研

究
す
る
に
は
是
非
観
測
が
必
要
で
あ
る
事
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

私
は
観
測
は
何
を
す
る
こ
い
ふ
事
な
し
に
手
淫
血
次
第
に
種
々
な
窺
測

を
し
て
居
り
ま
す
。
主
な
仕
事
は
太
陽
・
月
・
流
星
・
愛
光
星
・
遊
星
で
某

の
内
遊
星
計
測
の
方
面
に
は
現
在
で
は
蝕
ウ
多
（
の
人
が
無
い
の
で
す

私
の
様
な
も
の
が
小
さ
な
望
遠
鏡
を
使
っ
て
襯
毒
し
て
も
大
し
た
貢
獄

は
出
來
な
か
ら
う
ご
思
ひ
ま
す
が
た
望
自
分
の
樂
し
み
こ
し
て
槻
塾
し

て
居
り
ま
す
。

　
京
都
帝
大
天
交
響
に
は
十
叶
、
反
射
望
遠
鏡
七
賢
及
び
黒
鼠
の
屈
折
遡

遠
鏡
が
あ
釦
ま
す
が
、
私
は
近
頃
は
殆
ん
浄
四
吋
を
使
ひ
ま
す
。
十
吋

七
吋
を
使
へ
じ
ょ
い
様
な
も
の
で
す
が
十
吋
は
遊
星
観
測
に
は
通
じ
ま

せ
ん
し
七
吋
は
器
械
の
取
扱
も
面
倒
で
あ
ウ
京
都
で
は
非
常
に
空
氣
が

悪
い
の
で
全
口
径
を
使
は
無
い
方
が
反
っ
て
良
い
の
で
、
七
吋
よ
ウ
も

便
利
な
四
吋
を
使
ひ
ま
す
。

　
四
吋
望
遽
鏡
は
淫
逸
ド
レ
ス
デ
ン
市
の
ハ
イ
デ
會
肚
の
製
造
に
か
あ

る
も
の
で
時
計
仕
懸
無
し
の
赤
道
整
置
に
な
っ
て
居
ま
す
。
封
物
レ
ン


